
「変化に挑戦し、企業支援の充実を通して組合の活性化を図る」
中央会は、組合等への支援を通じて、県内中小企業等の振興・発展に寄与していくことが使命です。宮城
県中小企業団体中央会は2025年に設立70周年を迎えます。目まぐるしく変化する社会情勢に対応した
「新たな中央会へと変化」することを目標として事業の推進等を図って参ります。

宮城県中小企業団体中央会 ３ヵ年ビジョン(2024-2026)

企業(個社)支援の強化

・企業リストの作成と情報発信

・認定支援機関として組合員企業
ニーズに直接対応

・活性化事例等の共有化

人材育成と組織力の強化

・職員の意識改革とスキルアップ

・ボトムアップによる改善活動と
人材育成の両立

・財政基盤の強化

・DXの推進と効率的な実施体制構築

⇒継続的な検討・改善

組合支援の強化

・継続的な中核事業の実施

・連携組織の組成支援

・ニーズが低い事業の廃止

・新規事業の展開

※事業実施ニーズ調査 組合運営の要望・課題
等の相談

組合員の成功事例等の
共有化による経営力向
上

組合員企業の課題に対する時宜を得た情報提供
組合が対応しきれない個別企業ニーズへの支援

現場訪問・ニーズの調査を踏まえた
きめ細かな伴走型支援

事例等の情報提供
個社の活性化による組合
組織力の向上

＜背景＞ 組合員企業の課題とニーズ

・事業承継、人材確保

・DX、制度改正対応

・各種施策利用

組合の課題とニーズ

・事務局の人手不足

・組合員数の減少と財源不足

・組合員の多様化するニーズへの対応

中央会組織体制の課題

・組織の硬直化

・財務体制の悪化

・事業効率の低下

ビジョン

企業運営の要望・課題等の相談
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